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平成 28 年 2 月 16 日 

日本三大龍穴「備前龍穴」と龍玉の考察 

                           先史古代研究会 丸谷憲二 

 

1 はじめに 

 「貴船神社の奥宮本殿解体修理と附曳（ふびき）神事 150 年ぶりに行われた特殊神事」

の「貴船神社創建の伝説 龍穴」に、「奥宮本殿の真下に神聖な龍穴がある。 大和の室生

龍穴や備前の龍穴と共に日本三大龍穴の一つとされている。」と有る。日本三大龍穴に、備

前の龍穴 (瀬戸内市・岡山)と報告されている。日本三大龍穴の一つが瀬戸内市内にあるこ

とを知る人はいない。長船町磯上の龍穴伝承は完全に忘れられている。 

 

2 龍穴の形状 

龍穴（りゅうけつ）の形状には２種類ある。岩窟の中の水の流れる穴と、昇竜のように

見える岩窟である。いずれも水があり、龍の住処である。 

 

2.1 貴船の龍穴 

貴船神社（京都市左京区）では、奥宮の本殿の真下に龍穴があり見た人はいない。 

 

2.2 大和の室生龍穴神社 

 奈良県宇陀市の、室生川沿いに室生龍穴神社奥

宮がある。小さな滝があり水が流れている。川の

対岸に岩の亀裂があり、注連縄が渡されている。

そこが龍神が棲む「龍穴」である。 

 

 

 

 

3 日向の鵜戸神社の昇龍 

宮崎の有名な鵜戸神宮ではなくて、日向の鵜戸神社に

「竜宮」がある。 急な階段を下りると、「ここから振り

返って」とある。そこから洞窟の外を見ると龍が見える。

日向の鵜戸神社へは、大御神社を左折する。 

 

4 龍玉発見 

2 月 11 日に石上の古道にて龍玉を発見した。龍が口に

銜えている玉である。日向石神社の御神体である。数万

年もの長い月日をかけて、自然が作り出した龍玉である。 

日向石神社の岩座より下方を撮影した。岩の割れ目が昇

竜の形をしている。落ち葉を払えば昇竜が現れる。 
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5 日向の大御神社で龍玉（ドラゴンボール）発見 

日向の大御（おおみ）神社（宮崎県日向市）

境内社の鵜戸神社の岩座前で「龍玉」が平成

23 年（2011）４月に発見された。「五千年の時

空を経て今甦る龍神伝説と情報発信している。

五千年前（縄文時代）の人が龍神信仰をしてい

た古代遺跡です。古代の人々は、岩を渦状に刻

み龍を表し底には生命の源である龍玉を納め、

それを守るように山水を注ぎました。」と。 
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5.1 大御神社 

大御神社（宮崎県 日向市伊勢ヶ浜）の祭神は天照皇大御神であり、日向のお伊勢さまと

称されている。「神明記」に、往古 皇大御神 日向の国高千穂に皇孫瓊々杵尊を天降し給

うた節、尊は当地を御通過遊ばされ、千畳敷の磐石にて、これより絶景の大海原を眺望さ

れ、皇祖天照大御神を奉祀して平安を祈念されてと伝えられ、後世此の御殿の霊石の在り

し所に一宇を建て、皇大御神を勧請し村中の鎮守と崇敬し奉ると言う。 

  

6 まとめ 

 龍玉に注目したい。日向の大御神社（宮崎県日向市）境内社の鵜戸神社岩座前でも「龍

玉」が発見されている。日向石神社の日向の命名の由来である。龍玉は日向石神社の大切

なご神体として祭祀されてきた。日向石神社の岩座より下方を撮影した。岩の割れ目が昇

竜の形をしている。落ち葉を払えば昇竜が現れる。つまり、岩座が龍穴である。他所とは

異なる龍穴信仰であり、日本三大龍穴と称される由縁であろう。 

 岡崎春樹氏は、『吉備に邪馬台国 瀬戸内市の歴史』で、「石上神社は、明治時代の政策

で強制破壊された。と私の妻の父親は、石上神社の氏子で大変嘆き話していた。」と報告し

ている。この時に、当時の神主の手によって、龍玉が古道に置かれたと推定している。同

時に、備前の龍穴伝承も途絶えてしまった。『改訂邑久郡史 下巻』に、「大正 3 年８月 5

日磯上字油杉山村社湯次神社・境外末社無資格日向石神社・・・を合祀す。」とある。 
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